
はじめに

　本書は教師から子どもへの「言葉かけ」について、特別支援教育の立
場から考えたものです。私たち教師は子どもの姿を臨機応変に受け止め、
指導や支援をすることが求められます。

　しかし、いざその場面になると、どのような言葉かけをすれば良いの
か迷いが出たり、その後の子どもの姿から上手くいかなかった…と反省
したりすることが多くあるのではないでしょうか。
　「友だち同士の関係性について、どう教えたらいい？」「ルールは、ど
うしたら伝わるの？」「立ち歩きをしてしまう子への手立てとは？」「学
習で自信をなくしている子は、どう前向きになる？」そのような悩みの
ちょっとしたヒントになればと思い、執筆いたしました。

　子どもが十人十色であるように、私たち教師も多様です。指導観も実
際の子どもへの関わり方も、全く同じ教師はいません。ぜひ、教師一人
ひとりの個性を大事にして欲しいと思います。
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　ただその根元には、子どもへの前向きな思い・願いがあることが重要
です。子どもの姿から「あの子は～できない」や「～が難しい」で終わる
のではなく、「あの子が△△できるように、〇〇してみよう」と教師か
ら子どもへの働きかけを考えることで、その先の関わりが広がります。

　その働きかけが言葉かけです。本書では、子どもが自信を深め、安心
することにつながる具体的な言葉かけを場面ごとに紹介しています。

　学校生活のさまざまな場面を挙げながら、子どもへの言葉かけを書き
ました。ただ、本書の言葉かけが絶対正しいわけではありません。

　大事なのは、その後の子どもの姿がどのようになったか、きちんと振
り返ることです。子どもの姿から私たちが気付きを得ることで、その先
の関わりの広がりや子ども・私たち教師自身の成長につながっていきま
す。ぜひ、読者の方一人ひとりの視点を大切に読み進めてください。

佐藤義竹
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活動を振り返る時の言葉かけ1
ステップ

今日の活動を振り返ってみて、どう思ったかな？
（と言って、選択肢のカードを示す）

アフターフォローの言葉かけ2
ステップ

なるほど。よく振り返りができたね。
次に頑張ってみたいことはある？

自己表現は、前向きな振り返
りの共有からはじめる

48 第3章 　社会的スキルを育てる！ 　コミュニケーションの言葉かけ

　緊張する子やどのように表現すれば良いのかわからない子など、子
どもの表現の実態はさまざま。とにかく「自分の気持ちを伝えること
ができて良かった、頑張った」という感情を生み出す機会にしましょう。

選択肢カードを使って、前向きな振り返りに！

　「今日の活動を振り返って、どう思った？」と言われて、具体的に自
分の活動を振り返ることができる子どももいれば、答えに悩み「楽しかっ
た」で終わってしまう子どももいます。一人ひとりの伝え方を尊重する
ことが前提ですが、もう少し気持ちを引き出してみたいな……と思う場
合は、具体的な手立てを考えることが大事です。
　たとえば、先生が「今日の活動を振り返ってみよう」と言って、選択
肢（◎・〇・△などの記号が書いてあるカード）を提示することも考え
られます。記号でもイラストでも何でも大丈夫です。ただ気をつけたい
ことはネガティブな評価はできるかぎり避けるということです。「×」
や「０（ゼロ）」などの選択肢は要りません。自分の活動を振り返ったり、
表現することを目標にして要るのであれば、ネガティブな評価は不要で
す。まずはその子に「しっかり伝えることができたね」とフィードバッ
クできることを大切にしましょう。

視覚的な手立てで、次につながる活動を

　活動の前向きな振り返りに加えて、反省点や改善点なども考えて欲し
い場合もあるでしょう。その際は選択肢の提示に加えて、「次はどんな
ことにチャレンジしたいですか？」という質問や文章があることで、子
どももより具体的に考えることができます。活動をイメージしやすい
カードや「丁寧に」「正確に」「困った時は相談する」などの言葉カード
を用意するなど、視覚的な手立ても有効です。
　ぜひ、教師がその子にどのようなことを望むのか、教師の思いから具
体的で次につながる振り返り活動を設定していきましょう。
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1

基本の言葉かけ1
ステップ

先生の顎のあたりを見ながら
話を聞いてね。

アフターフォローの言葉かけ2
ステップ

〇さん、よく先生を見て、
話を聞いてくれているね

姿勢が崩れる場面こそ、
支援の改善のヒントに

76 第5章　集中力を高める！　一斉活動・授業の言葉かけ

　「姿勢が悪いよ、崩れているよ」ではなく、どのような姿勢であれ
ば良いのか、具体的に伝えることが重要です。注意を促すばかりでな
く、良い姿勢や態度への積極的な言葉かけをすることがポイントです。

子どもも大人もみんな大変

　授業中、姿勢が崩れやすい子どもがいたとします。それは、子どもの
意識や身体運動面の課題でしょうか。その側面もあるかもしれませんが、
まずは私たち教師ができることは何かを考えてみましょう。ずっと座り
続けること、ずっと集中して話を聞くことは、大人でも難しいです。話
の途中で「ちょっと背伸びしてみましょう」などと言って、気持ちをリ
フレッシュする時間を設定するのも手です。授業時間の構成を見直し、
子どもたちが主体的に活動する時間を増やすことなど、指導者・支援者
として工夫できそうな点がたくさんあります。姿勢の保持も、育ちとと
もに伸びることが多いので、神経質にならなくても大丈夫です。授業で
あれば、優先すべきは授業目標ですので、姿勢の注意ではなく、授業目
標に到達するための働きかけや、良い姿勢への肯定的な言葉かけがポイ
ントです。そうすれば授業への主体的な意欲が育まれますし、何より教
室の雰囲気が柔らかくなるでしょう。

注意ではなく、良い姿勢を具体的に伝えること

　「よそ見しない」ではなく、「先生の目や顎のあたりを見ながらお話を
聞いてね」など、具体的な目安を伝えることが大事です。注意ばかりで
は、子どもたちが委縮したり、お互いを批判的な目で見たりしてしまう
ことがあるかもしれません。子どもたちにとっては、教師が身近なモデ
ル。そんな教師の言葉かけは、クラス全体の雰囲気や子どもたちの関係
にまで影響するのです。前向きな言葉かけの力は侮れません。ポジティ
ブな言葉で子どもたちをどんどん巻き込んでいきましょう。
　「注意することが多くなってきた」と感じたときは、教師自身こそ気
分転換が必要なのかもしれません。子どもたちの姿を前向きに捉えるこ
とも、私たち教師の大切なスキルの一つです。
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1

指導・支援の手立て

個別の教育支援計画と
個別の指導計画

個別の指導計画※個別の教育支援計画

支援計画 他機関との連携を図るための長期的な視点に立った計画

指導計画 指導・支援を行うためのきめ細かい計画

　具体的な指導・支援にあたっては、特に個別の指導計画の運用がポイ
ントになります。

※出典：文部科学省ホームページ
　（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1298214.htm）

108 第7章　伝わり方が変わる！　指導計画と子どもへの向き合い方

　指導・支援の具体化、つなぐ手立てが個別の教育支援計画と個別の
指導計画です。書式はさまざまありますので、あくまでも書式例とし
て次を参考にしてください。

支援計画と指導計画は「無理なく活用できる」こと

　具体的にどのようなことを書くと良いのか、とても悩むこともあるか
もしれません。大事なことは「子どもの様子を整理し、具体的な指導・
支援につなげること」「その都度見直しながら、よりわかりやすい計画
に修正すること」です。
　特に指導計画は、長期目標や短期目標、各項目の指導目標など細かく
設定されています。はじめに、教師の子どもへの思いや願いをもとに、
おおよその指導方針について文字化すると良いと思います。新学期初め
の子どもの姿から得意なこと・好きなこと、反対に支援が必要な部分な
ど大まかに考えてみてください。そこから、1年間で目指したい目標、
数ヶ月や各学期で目指す目標など、少しずつ指導方針を具体化していく
ようにしてみましょう。
　「書き過ぎないこと」もポイントです。ついつい長くなってしまうと、
読みづらくなったり、振り返るのが大変になったりします。実践をもと
に、書き足しても良いので、あくまでも指導・支援の手立てとして、無
理なく活用できる計画にしてほしいと思います。
　たとえば「生活面」について、登下校の身支度を考えてみます。「登
下校の身支度に一人で取り組むことができる」を目標にした時、どんな
手立てに配慮するかが大切です。
　最初は教師や支援員と一緒に行い、出来てきたら見守っている中で自
力で取り組むようにする……など段階的な手立てがとても大切です。
　また、自分で取り組んだ時や出来た時には、「よくできたね」「できた
ら、先生に教えてね」など、言葉かけをイメージしておくと実際の場面
でも関わりが広がります。
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